
腸管には⽣体最⼤の免疫システムが存在する⼀⽅で、免疫の攻撃対象となるはずの⾮⾃⼰である腸内細菌
が⼤量に⽣息します。
腸内細菌は、腸のみでなく脳や⽪膚など全⾝に影響を及ぼし、健康維持に不可⽋な役割を果たします。
腸内細菌との共⽣関係の不思議を分⼦・細胞レベルで解明し、アレルギーなどの疾患をコントロールする
ことを⽬指しています。

◀  r e s e a r c h m a p
⾼橋の研究成果⼀覧はこちら

腸内細菌叢は「もう１つの臓器」
⾊々な病気の予防や発症に関わる︕
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『もう１つの臓器』

腸内細菌叢
（腸内フローラ）

アレルギー
がん
感染症
肥満
⽣活習慣病
⾃閉症 etc.

ポイントは
腸内細菌叢のバランス︕

5µm

・腸内細菌はアレルギーを抑える︖

・腸内細菌は脳や⽪膚にも影響を及ぼす︖

免疫の暴⾛による病気
アレルギー炎症を起こすマスト細胞

免疫の研究では、
モデル動物として
マウスを⽤いる

トルイジンブルー染⾊ 電⼦顕微鏡 免疫蛍光染⾊

IgE受容体

腸内細菌は⾮⾃⼰なのに
免疫によって排除されない?!

腸内細菌叢

腸管免疫系（⽣体最⼤の免疫システム）
免疫の基盤は

⾃⼰と⾮⾃⼰の識別

⼤量の⾮⾃⼰抗原!!
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排除しない

なぜ
排除されてしまわずに

共⽣できるのか︖

・腸内細菌の共⽣を可能にしている仕組みは︖

共⽣成⽴の鍵を握る腸管上⽪細胞

腸管上⽪細胞株 腸管オルガノイド

腸管
上⽪細胞

腸内細菌

遺伝⼦コントロール

腸内細菌⾃⾝が
共⽣可能な環境を

整える?!

（１）腸内細菌の代謝産物が不安⾏動を
抑える 【脳腸相関】

（２）お腹の調⼦が悪いとお肌の調⼦も
悪いかも【腸管上⽪バリア破綻による⽪膚
バリア機能障害】
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動物学科 動物細胞・免疫分野 ⾼橋 恭⼦
免疫と腸内細菌について研究しています


